
【平成30年度事業報告】 昨年度実施しました各委員会事業の概要をご報告申し上げます

機関紙「だんちだより」を年２回発
行した他、ホームページをリニュー
アルしました。また、愛川婚活支援
センター主催の「出逢いの広場」に
も後援団体として参画しました。

《広報委員会》
環境委員会活動方針「ＩＳＯ１４０
０１：２０１５」環境マネージメント
システムに沿った活動を継続し、
各社の利益創出と効率の良い活
動を目指しました。

《環境委員会》

安全衛生研修会や、危険予知訓練、優良事業
場視察研修会など、労働安全衛生に関する事
業を展開しました。

定款など各種規程類の整備に取り組んだ他、建
築協定その他の課題についてアンケートを実
施いたしました。結果を分析し課題整理に取り
組んでまいります。

《特別委員会》

緑豊かな工業団地を維持するため
グリーンベルトの維持管理に努め
ました。また、当委員会の恒例事業
でもあります軟式野球大会も２４
社参加のもと開催できました。

《事業企画委員会》

共同防災訓練では防災意識の向上と当工業団地
の全体としての防災力の強化に努めることがで
きました。また、長時間駐車車両の排除対策では、
厚木警察署と連携し改善指導を実施しました。

《安全衛生委員会》

組合資産の健全な運用で安定した
収益が確保でき、組合員企業にご
負担いただいております賦課金を
全額事業費に充当するなど、良好
な収支バランスが実現できました。

《総務委員会》

《防災・交通委員会》

スポーツを通じての
地域貢献のあり方
講師：㈱スポーツクラブ相模原（SC相模原）

代表取締役会長  望月重良氏
略歴：元サッカー日本代表。代表通算14試合1得点。
Jリーグ通算200試合18得点。名古屋グランパスエイ
トをはじめ数々のチームで中心選手として活躍。
2007年突発性大腿部骨頭壊死症のため現役を引退。
2008年に自ら全額を出身して創設したSC相模原の
代表に就任。2014年にJ3リーグに参入

SC相模原の望月重良代表取締役会長と
スポーツMCケチャップさんの軽快なトーク

記念講演会
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熱
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た
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催
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さ
て
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Ｓ
Ｃ
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Ｊ

第53期 通常総会のご報告
■企画・制作：株式会社タウンニュース社　■発行：神奈川県内陸工業団地協同組合

2019年（令和元年）7月31日発行

第91号

工業団地土地造成事業竣工を記念して会館前
公園内に建立された記念碑。当時の神奈川県
知事　内山岩太郎氏の揮竜によるものです。
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開催日時：令和元年6月12日　午後2時より
会場：神奈川県内陸工業団地会館　3階大ホール
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　専務理事の柿島憲一です。本年６月
１２日の通常総会で専務理事に選任
いただきました。どうぞよろしくお願
いいたします。さて、現在、当組合は、
いくつかの課題を抱えています。建築
協定の見直し、団地内道路の待機
車両、朝夕の交通渋滞、送迎バス、防災

対策など様々な課題があります。その中でも喫緊の課題は、老朽化
した団地会館をどうするかということです。これらの課題に速や
かに取り組み、処理することで、組合員企業皆様の発展に寄与した
いと思っています。皆様のご協力をお願いいたします。

事務局より

　神奈川県内陸工業団地協同組合では、より良い事業運営と組合員の
皆様の円滑な事業、安全な労働環境の推進などを実現するため、各委
員会活動を展開しております。
　第54期では、一層の効率化と委員の負担軽減を図るため、これまで
の総務、環境、広報、事業企画、安全衛生、防災・交通の6つの委員会を
「総務」「環境」「安全衛生」「防災・交通」の4つの委員会に再編いたしま
した。横断的に課題を取り扱う「特別」「建築協定運営」の委員会ととも
に、活動してまいります。

【新委員会構成】
※◎…委員長　○…副委員長

《総務委員会》
◎歳原博幸　コンポー㈱
○徳永龍次　岩井機械工業㈱

《防災・交通委員会》
◎徳永龍次　岩井機械工業㈱
○矢澤孝二　㈱牧野フライス製作所

《環境委員会》
◎沖田寿一　㈱ニチベイ
○伊藤洋一　日本フルハーフ㈱

《安全衛生委員会》
◎伊藤洋一　日本フルハーフ㈱
○小西康之　㈱ユニカフェ

《特別委員会》
◎歳原博幸　コンポー㈱
○土屋厚　員外

《建築協定運営委員会》
◎柴﨑安弘　㈱シンクスコーポレーション
○歳原博幸　コンポー㈱
○伊藤洋一　日本フルハーフ㈱

委員会が新体制へ
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懇
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協
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ま
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し
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通
常
総
会
と
記
念
講

演
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の
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に
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当
組
合
会

館
に
て
懇
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催
し
ま

し
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。
ご
来
賓
の
皆
様
を
は

じ
め
、
約
70
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の
皆
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に
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を
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た
だ
き
、
盛
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に

新
た
な
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の
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ま
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を
祝

う
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の
場
と
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し
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。 　

冒
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当
協
同
組
合
柴
﨑
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か
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合
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を
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、
多
数
の
ご

来
賓
を
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し
て
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澤
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。

　
そ
し
て
、
愛
川
工
業
ク
ラ

ブ
会
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瀧
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久
男
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の
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発
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に
よ
る
乾
杯
で
懇
談
に
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り
、
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忙
の
な
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だ
き
ま
し
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と
時
と

な
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し
た
。
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の
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い
た
だ
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し
た

多
く
の
励
ま
し
の
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で
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「だんちだより」が
WEB版リニューアル

　内陸工業団地協同組合の
機関誌「だんちだより」が
ホームページからいつでも
閲覧できるWEB版にリ
ニューアルいたしました。こ
れまでの冊子版と比較して
経費の削減や即時性などの
メリットがあります。生まれ
変わった「だんちだより」を
よろしくお願いします。

長く当協同組合の活動を伝えてきた
冊子版「だんちだより」


